
30

管轄外での応援出場は1件増の2件で
した。
　救助件数は188件で69人を救助。
前年比110件の増加でした。

　人事異動に伴って防火管理者の選
任・解任の届け出や消防計画の変更は
必要ありませんか。新年度のスタート
に消防署へ届け出している書類の確認
をお願いします。また、消防用設備等
の点検報告などの提出もお忘れのない
ようお願いします。
　4月は事業所の人事配置が大きく変
わり、事業所の自衛消防活動の能力が
低下しがちです。事業所の安全・安心
を守るために、新たな職場で働く従業
員に対して、防火・防災教育を徹底し、
実態に合わせて、自衛消防の組織を見
直しましょう。

　平成24年度に導入したふじみ野分
署の高規格救急自動車を、老朽化に伴
い最新鋭の車両に更新。また、近年の
増え続ける救急需要の要請に応えるた
め、高規格救急自動車を増車し、救急
体制を強化しました。これらの救急車

入間東部地区事務組合
ふじみ野市・富士見市・三芳町

 http://www.irumatohbu119.jp/  shobo@irumatohbu119.jp
■ 火災の問い合わせ　  049・263・0119（音声案内）
■ 救急病院のご案内　  049・261・6031（休日・夜間）

火の用心　令和のお手本　2 市 1 町
入間東部地区事務組合　防火標語

業務 災害種別 件数

消　防

火　災 51
警　戒 139
調　査 162

救急支援 1,113
その他 55

計 1,520

救　急

急　病 8,163
一　般 1,788
交　通 847
労　働 129
その他 1,519

計 12,446

救　助

火　災 14
交通事故 12

自然災害事故 2
建物事故 148
その他 12

計 188

　昨年中、管内で発生した火災件数は
51件で、前年比10件の減少。しかし、
3人の尊い命が失われ、8人が負傷し
ました。
　救急件数は12,446件で、前年比
377件の増加。市町別の出場状況は、
ふじみ野市が58件増の5,224件、富
士見市が301件増の5,309件、三芳町
が17件増の1,911件でした。また、

2019年中の災害件数

救急車の更新と増車

事業所の安全点検

は、救急救命士が高度な応急処置を実
施するための医療器具を装備してい
るほか、十分な活動空間のある構造に
なっています。また、搬送中の傷病
者への負担を減らすため、ストレッ
チャーに緩衝装置が付いています。今
後も救命率の向上を目指し、地域の救
急活動に努めてまいります。

　埼玉県の西部地域15市10町1村を
管轄する消防本部が一堂に会し、救助
技術の正確性と迅速性を競います。入
場・見学は自由です。ぜひ応援をお願
いします。
日時　5月9日㈯（予備日10日㈰）

午前9時～午後3時30分
場所　東消防署消防訓練場（富士見市

鶴馬1850・1）
※臨時駐車場（富士見市役所第1・第2
駐車場）は数に限りがあるため、なる
べく公共交通機関をご利用ください。

救急車の適正利用にご協力をお願いします
　近年、救急件数が増加して、救急車が現場に到着するまでにかかる平均
的な時間も延びています。当組合でも昨年1年間で12,446件の出場があり
ました。これを1日当たりで換算するとおよそ34件の出場回数となってい
ます。ことし4月からは、救急車を増車して対応することとなりますが、
それでも救急車を本当に必要としている人への対応が遅れてしまう可能性
もあります。
　救急車は地域の貴重な救急資源です。これからも大切な命を救うために、
救急車の適正利用にご協力をお願いいたします。救急車を呼ぶか判断に迷っ
たときは、35ページの県救急電話・AI救急相談をご利用ください。

消防救助技術指導会

写真はイメージです

入間東部地区事務組合消防本部　〒 356・0058　ふじみ野市大井中央 1・1・19　 049・261・6000

更新した救急ふじみ野１号車


